
SYMPTOM CARD
症状カード

concept

あらゆる人が

直感的に

視覚的に

症状を伝えられるもの。

症状を理解できるもの。
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SYMPTOM CARD：ツール内容1…全体図

青：本体部

白：可動部

・本体部はそれぞれ
切り離せるので

【カードや
シールとして
使用可】

→持ち運びや

ディスプレイが
可能



SYMPTOM CARD：ツール内容2…説明

①の身体ボード
・症状の箇所が具体的な
部位ではない場合

・大まかで十分な場合

②の身体ボード
・どこの部位の症状か
具体的に示したい場合

・主な症状が内蔵の場合

③の身体ボード
・症状が顔周辺の場合

症状マーク：簡易版
・その部位で起こる
不特定多数の症状を
表したい場合

・箇所はわかるものの、

症状アイコンに
該当するものがない
場合

症状アイコン
・表したい症状にあわせて
自由に組み合わせられる

・本体の形状に合わせて

シール、マグネット等に
変更可

青：本体部

白：可動部



SYMPTOM CARD：作成例

ex)おなかが痛い

ex)胃が痛い

ex)頭が痛い

ex)熱がある
頭と喉が痛い
咳が出る

他にもさまざまな症状に対応可能



１ 個人の使用

・薬を管理しやすく

・カードを持参して
店頭で市販薬を求めやすく

・持病の説明に

etc

２ 店側の使用

・ドラッグストア等での
市販薬ディスプレイに

・外国人やお年寄り、子供等、
求めている市販薬の提示に

etc

３ 病院側の使用

・患者が症状伝達をしやすく

・処方箋の効能表示に

etc

SYMPTOM CARD：使用例



SYMPTOM CARD：色の見え方

工夫点

・色覚障害において比較的変化の

少ない青と黄色を基調とした配色

→鮮やかさや見やすさを損なわない

・色によるゾーン分けとセパレート

→白内障でも視認性が保てる

正常色覚 P型

白内障 D型 T型


